

































































































































































































































































































































































































































































２０１２年１月に P4TK Bahasaは新しい研修の形態を打ち出し、研修の講師を基本的に P4TK
Bahasa講師が務め、MGMPインストラクターは関わらないということになった。JFJが P4TK



































Drs. Sudjianto, M. Hum．・小林佳代子（２００４）「インドネシアの高等学校における日本語教育のカリキュラ
ム」『世界の日本語教育〈日本語教育事情報告編〉』第７号、５９－７０、国際交流基金
藤長かおる・古川嘉子・エフィ ルシアナ（２００６）「インドネシアの高校日本語教師の成長を支援する教師
研修プログラム」『国際交流基金日本語教育紀要』第２号、８１－９６、国際交流基金
国際交流基金 日本語教育紀要 第９号（２０１３年）
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